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『東急我孫子ビレッジの景観』 
 

東急我孫子ビレッジは、1975年に千葉県我孫子市に東急不動産により造成・

建設された集合住宅約 1000戸、戸建住宅約 1000戸の複合団地である。 

東急設計コンサルタントからの要請で、カラープランニングセンターが集合

住宅のカラーデザインを委託され、プロジェクトに参画した。私にとって原点

になった仕事の一つであった。途中、塗替えが行われた際も当初の色彩が踏襲

されており、35年を経た現在も建設時の理念が継承されていることは、嬉しい

限りである。外装色彩設計はランクロ氏に指導された環境色彩調査の手法を用

い、周辺の建物や土や植物などの調査を重ね、野山や畠などで構成されていた

我孫子の土地の記憶を土の色をモチーフとして、個人の住居の位置をも伝える

サイン性を持ったカラーデザインとして、高層棟 3棟、中層棟 17棟からなる外

壁面に採用して、統一感がありながら画一化されていない、落着いたイメージ

の景観を創造している。30余年を経過して樹木が繁り、日々管理され補修され

てきた外構により住みやすい環境が保たれている。管理組合の理事の方々は、

これから 30年間は立て替えること無く、10年後の大改修に備えたいとの方針

を示しておられる。大改修時の塗替えのために、早い時期に現状の色を記録し、

必要に応じて建設時の姿に戻るように、色彩基準を文書化して後の世代に伝え

ることが、日本における集合住宅の色彩設計の記念碑的な景観を、色彩文化あ

るいは都市の文化に高めることであると、言いたい。（永田泰弘） 
 
 

 



 
落ち着いて歩ける心地よい道路空間 

 

 
環境色彩を分析することで生まれる色彩設計 

 

 
土地の記憶は土の色がモチーフ 


